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はじめに 摩擦発電は、ものとものを擦り合わせることで発生する摩擦電気から電力を取り出し

ます。従来の静電気現象としての摩擦帯電では正負電荷の分離傾向が摩擦帯電列として知られて

おり、現状では摩擦発電でも拠りどころとされています。しかし、電流の起源は導電電流と変位

電流の２つがあります。わたしたちは、それぞれのミクロ起源である電荷変位と双極子回転の両

方を利用すれば発電量を大きくできると考え、これらを選択的に可視化する光第二次高調波発生

（SHG）法を新しい評価法として実現しました[1-3]。本発表では、双極子の有無による摩擦発電

の違いを評価するための I-V特性の測定結果を報告します。 

実験・結果 Fig.1 に永久双極子のあるポリイミド（Pyromellitic Dianhydride-4,4’Diaminodiphenyl 

Ether: PMDA-ODA）と、無いポリイミド（Pyromellitic Dianhydride-4,4’Diaminodiphenylmethane: 

PMDA-MDA）の分子構造を示します。ポリイミドの前駆体溶液を Ni 箔にスピンコートして熱イ

ミド化して製膜します。Fig.2は 1000 rpmで回転するコットンで摩擦した場合と 0 rpmで摩擦しな

い場合の I-V特性です。摩擦しながら測定した I-V特性を直線近似すると、双極子があるポリイミ

ドは開放電圧𝑉𝑜𝑐  -360 V, 短絡電流𝐼𝑠𝑐  +5.0 nA で発電しています。双極子のないポリイミドは

𝑉𝑜𝑐 +20 V, 𝐼𝑠𝑐 -0.5 nAで発電は小さくなっています。 

まとめ 摩擦発電の I-V特性評価系を構築し、永久双極子のあるポリイミド（PMDA-ODA）と無

いポリイミド（PMDA-MDA）をコットンで摩擦した時の摩擦発電特性の違いを評価できることを

示しました。 
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